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女性組合員交流会
「いきいきCafe」（東京・札幌）を開催！
　11月1日に東京・AP丸の内会議室で、8日に札幌・TKPガーデンシティ札幌駅前で、女性組合員交流会「いきいきCafe」を開催し、それぞれ12組合30名、7組合23名
の女性組合員の方にご参加いただきました。当日は研修を通じてエンパワーメント向上をはかるとともに、研修後に開催した交流会では参加者同士が所属組合を越えて
親睦を深めました。今回、初めて札幌地区で開催しました。ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました。
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　6グループに分かれ、研修とワークを通じて、ジェンダーバイアス
を理解し、自信を身につけ行動することを学びました。

　4グループに分かれ、様々な写真の描かれたカードを使用した
ワークショップやグループディスカッションを通じて、自分の新た
な視点に気づき視野を広げることや、自分と他者を理解することの
大切さを学びました。
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新たな視点に気づき、自信を持って行動しよう！！

ジェンダーバイアス＆自信創出セミナー
　　～偏見を乗り越え、自信を身につけるために～
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研修 エンパワーメント研修研修東京 札幌

研修のポイント 研修のポイント

　生保労連は国内外の働く仲間とのネットワークの強化の一環としてUNI※を通じた国際交流を行っており、先月号（No.637）でお伝えした
二つの国際会議（第8回UNI-Apro 東アジア労組フォーラム、第5回UNI世界金融部会大会）に続いて、2019年11月20日～22日にネパー
ル・カトマンズにおいて開催された第5回UNI-Apro地域大会に代表者が参加しました。

～更なる労働組合運動の発展に向けて新体制が力強くスタート！～

※UNI（ユニオン・ネットワーク・インターナショナル） 世界��0国のۀɺྲྀ 通ɺใɺۚ ༥ɺサーϏスۀ࢈の�00労ಇ組߹がՃໍする国ۀ࢈ࡍผ労ಇ組߹。組߹һは2000万人。日本がՃໍする
6/*�"QSP(アδアଠฏ༸Ҭ組織)ɺ6/*�&VSPQB（ԤभҬ組織）ɺ6/*�"NFSJDBT（ถभҬ組織）ɺ6/*�"GSJDB（アフリカҬ組織）の4Ҭからߏ。
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～更なる労働組合運動の発展に向けて新体制が力強くスタート！～～更なる労働組合運動の発展に向けて新体制が力強くスタート！～～更なる労働組合運動の発展に向けて新体制が力強くスタート！～

アジア太平洋地域で働く仲間が集結し、
カトマンズ（ネパール）で地域大会開催！

　本大会には、アジアおよびオセアニアの19ヶ国・
120組織から約500名（日本からは11組織・59名）の
金融を含めたサービス産業で働く仲間が参集し、生保労
連からは本部役員、組合代表者の計3名が参加しました。
　開会式にはK.P.シャルマ・オリ ネパール首相が来賓
として臨席され、ネパールの経済発展や国民生活向上に
は労働組合との対話が重要であることを表明されるな
ど盛大な幕開けとなりました。また、UNI-Apro地域書
記長を前身組織（Apro-FIET）と通算して42年間務めた
クリストファー・ウン氏が勇退し、後任にラジェンドラ・
アチャリャ氏が新たに選出されるとともに、今後4年間の行動計画が採択される等、UNI-Apro
の新たなスタートを切る歴史的な大会となりました。
　大会では3つのセッション「デジタル化への労働者のための公正な移行」「人間中心の地域経済

統合」「使用者（および政府）とのスマートパートナーシップの強化」等について、基調発表や各
国報告、フロアからの発言等を通じて、課題認識や具体的取組みおよび将来的な取組みの方向性
等について議論を深め、共有化を行いました。
　また、日本からの参加者は、JILAF（国際労働財団）が
ネパールで展開している現地支援事業（児童労働撲滅の
ための学校プロジェクトやインフォーマル労働者への職
業訓練）の現場を視察し、JILAFの取組みへの理解を深め
ました。
　こうした国際労働運動への参画は、海外における労働界
の最新の動向を収集することのみならず、世界の働く仲間
とのネットワーク強化や、主に発展途上にある国や地域の
労働運動強化への支援にもなっています。生保労連として
も、引き続き積極的な取組みを進めてまいります。 ˛日ຊ͔ΒͷࢀՃऀ
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